
アルプスの少女ハイジ
ぬりえ　絵本

だい6わ
［ かぜに　のって ］

プリントアウトして、ぬりえとして楽しむことができます。

Ｃ　ＺＵＩＹＯ



ピッチーにむちゅうのハイジは、きょうもやまごやであそんでいます。
ピッチーは、げんきにそだち、ずいぶんとべるようになりました。
  

［かぜにのって］

１ページ

Ｃ　ＺＵＩＹＯ



そのころペーターは、ひとりぼっちでおひるね。
「ハイジったらピッチーのせわばっかり！つまらないなぁ。」
たいくつでしかたありません。
  
  

［かぜにのって］

2ページ

Ｃ　ＺＵＩＹＯ



ハイジが、ピッチーをつれてやまにいくというと、おじいさんはいいま
した。
「あまりとばせすぎるとピッチーがつかれてしまう。ちゅういしなさい
。」
  

［かぜにのって］

3ページ

Ｃ　ＺＵＩＹＯ



ハイジは、かけあしでまきばへむかいます。
「ほらみて、もうすぐよ。ペーター！きたわよー！」
ペーターはびっくりして、とびおきました。
  

［かぜにのって］

4ページ

Ｃ　ＺＵＩＹＯ



ペーターはとてもうれしそうです。
「だいじょうぶなのか、やまにつれてきたりして。」
「へいきよ。だってもう、ずいぶんとべるのよ。」
  

［かぜにのって］

5ページ

Ｃ　ＺＵＩＹＯ



ふたりはピッチーに、とぶれんしゅうをさせています。
「うまいぞー！もっととべー！」ペーターがさけびます。
ピッチーはまきばのかぜにのって、どんどんそらへあがっていきます。
  

［かぜにのって］

6ページ

Ｃ　ＺＵＩＹＯ



とつぜん、おおきなタカがあらわれピッチーをおいかけはじめました。
やっとピッチーにおいついたハイジに、タカがむかってきます。
あ、あぶない！
  

［かぜにのって］

7ページ

Ｃ　ＺＵＩＹＯ



ドカン！おおきなおとがしました。
ペーターがたいあたりをして、タカをおいはらってくれたのです。
ハイジはまだこわくて、むねがドキドキしています。
  

［かぜにのって］

8ページ

Ｃ　ＺＵＩＹＯ



「ハイジ。ほーら、ウサギみたいだろー。」
タカのはねをぼうしにつけたペーターがハイジをげんきづけます。
ピッチーがピョンとペーターのかたにのりました。
  

［かぜにのって］

9ページ

Ｃ　ＺＵＩＹＯ



「ペーター、つよいのね。たすけてくれてありがとう！
　あしたからは、またみんなでいっしょにまきばにきましょう！」
ペーターにとって、とってもうれしいハイジのひとことでした。
 

［かぜにのって］

おわり

Ｃ　ＺＵＩＹＯ


